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研究分野： 総合領域 

科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 

キーワード：エキストラバージンオリーブ油、脂質代謝、蛋白代謝、UCP1,ノルアドレナリン、

アドレナリン、テストステロン、コルチコステロン 

 
１．研究計画の概要 

  オリーブ油の中でもポリフェノールや、
クロロフィルなどの微量成分を多く含むエ
キストラバージンオリーブ油に着目し、脂質
代謝及び蛋白代謝への影響について調べる。
本研究は、特に、ラットを用いて in vivo 及び
in situ 実験系によって調べることにより、栄
養機能特性の解析を行い、これまで判然とし
なかったエキストラバージンオリーブ油の
健康への有効な効果について明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

 これまでに、エキストラバージンオリーブ
油の脂質代謝及び蛋白代謝への影響につい
て in vivo 及び in situ の実験を行い調べた。 

脂質代謝への影響 
In vivo： ①食餌脂肪を異にする（ショー

トニング、ラードあるいはエキストラバージ
ンオリーブ油を３０％含む高脂肪食摂取）ラ
ットにおける体熱産生への影響について調
べた。その結果、エキストラバージンオリー
ブ油の投与は他の油脂と比較して、UCP1 量
及びノルアドレナリン及びアドレナリン分
泌量の増加によって体熱産生を亢進させて
いることが示唆された。②精製度の異なる二
種のオリーブ油（精製オリーブ油（ポリフェ
ノール含量 0mg/kg）あるいはエキストラバ
ージンオリーブ油（ポリフェノール含量
114mg/kg）を 30％含む高脂肪食）あるいは
コーン油（コーン油を 30％含む高脂肪食）を
摂取するラットにおける体熱産生への影響
を調べた。その結果、エキストラバージンオ
リーブ油の投与は他の油脂と比較して、

UCP1量及びノルアドレナリン及びアドレナ
リン分泌量の増加によって体熱産生を亢進
させていることが示唆された。 

Iin situ： エキストラバージンオリーブ油中
微量成分（ポリフェノール）の化合物のカテ
コラミンな分泌亢進を引き起こす成分を同
定するために、各成分を投与したときのカテ
コラミン分泌量を測定した結果、ポリフェノ
ールのオレウロペインがノルアドレナリン
及びアドレナリンの分泌を促進し、肩甲骨褐
色脂肪組織中の UCP1 を増加させることが
示唆された。 

蛋白代謝への影響 
In vivo： オレウロペインを摂取蛋白レベ

ルの異なる（40％、25％あるいは 10％カゼ
イン食摂取）ラットに投与したとき、高たん
ぱく食（40％カゼイン食）摂取ラットでオレ
ウロペイン投与により特に窒素出納、アルギ
ナーゼ活性を上昇させるとともに、体蛋白同
化ホルモンである精巣中テストステロン量
を増加させ及び、体蛋白異化ホルモンである
血漿中コルチコステロン濃度を低下させる
ことで、蛋白代謝を亢進させることが示唆さ
れた。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
エキストラバージンオリーブ油の脂質代

謝への影響については、in vivo 及び in situ
の実験を行い、実験は終了している。エキス
トラバージンオリーブ油の蛋白代謝への影
響についても、in vivo 及び in situ 実験が終了
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した。本研究において、当初計画した実験は
一通り終了した。現在、in situ の実験の確認
の実験を行っている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

現在、エキストラバージンオリーブ油の蛋
白代謝への影響について、in situ 実験の確認
の実験を行っている。その確認に実験の終了
後、データーをまとめ、論文の作成をする予
定である。 

また、研究を進めて行く過程で、雄ラット
以外に雌ラットにおいても（これまでは雄ラ
ットを用いて実験を行ってきたが）、特に、
蛋白代謝の実験をさらに行う必要があると
考えられた。そこで、現在、雌ラットにおい
て、摂取蛋白レベルの異なる雌ラットにおけ
る蛋白代謝への影響について、ステロイドホ
ルモン分泌を測定する実験を行っている。 

 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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１．平成 21年日本栄養・食糧学会大会(長崎) 
狩野百合子、渡辺達夫、河田照雄、岩井

和夫、「摂取蛋白レベルの異なるラットに
おけるカプサイシン投与による蛋白代謝
への影響」要旨集ｐ136 
 

２．平成 20年日本栄養・食糧学会大会(東京) 
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要旨集ｐ150 

３．平成 19年日本栄養・食糧学会大会(京都) 
中島文香、狩野（尾井）百合子、タナコ

ーン ウイーンスイーンバナーワン、河田
照雄、小山文裕、渡辺健市、千本木怜二郎、
渡辺達夫、岩井和夫、「エキストラバージ
ンオリーブ油のオレウロペイン投与によ
る体熱産生への影響」要旨集ｐ204 
 

４．平成 18年日本栄養・食糧学会大会(静岡) 
狩野（尾井）百合子、河田照雄、小山文

裕、渡辺健市、千本木怜二郎、渡辺達夫、
岩井和夫、「エキストラバージンオリーブ
油による体熱産生への影響」要旨集ｐ350 
 
 

 
〔図書〕（計 １ 件） 
 
改訂増補「トウガラシ-辛味の科学」 
渡辺達夫、岩井和夫 編  幸書房 2008 年 
第 5章「動物体におけるカプサイシンおよび
同族体の吸収と代謝 5.2.2．カプサイシン
分解酵素 p116-124（狩野百合子・岩井和夫）」
を初版と同様に、分担執筆した。 
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〔その他〕 
 
平成 19 年 4月 
独立行政法人日本学術振興会科学研究費

の社会還元のための小・中・高校生に対する
プログラム「ひらめき☆ときめきサイエンス
～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI」に、
企画書「オリーブオイルで『元気』を研究する 
―ポリフェノールからホルモン、DNA までを
体験―」を作成して応募したところ、採択さ
れた。 
同年 9月 24 日（月・祝） 
神戸女子大学家政学部生活科学研究館（C

館）で高校生を対照に採択された企画書プロ
グラムを行なった。 


